
確かな行財政改革、財政健全化
その積み重ねが成長につながる。

これまでの実績

ずっと誠実に、さらに着実に。
東大阪の新たな価値をカタチに。

■ �妊婦検診への公費負担を拡充（H19：１回分→R４：17回分）
■ �産後ケア事業の実施（最大21回まで利用可）
■ �旭町、楠根、布施、石切子育て支援センターの開設
■ �子ども医療費助成の所得制限を撤廃し、高等学校卒業年齢まで拡充
■ �中学校給食を実施
■ �中学校給食の恒久無償化（所得制限なし）

出産・子育て支援
安心して子育てできる

■ �全小学校の教室にエアコンを設置
■ �児童・生徒一人に一台のタブレットを使用する教育ICT環境を整備
■ �小・中・高等学校の屋内運動場にエアコンを整備（R７完了予定）
■ �AI型教材ドリルの導入
■ �野外活動センターをリニューアル
■ �STEAM教育の実践

教育環境の充実
未来を担う子どもを支える

福祉・医療の充実
高齢者にも優しい先進の

■ �市立総合病院を地方独立行政法人「市立東大阪医療センター」に�  
移行し、心臓外科の開設や中河内救命救急センターとの�  
一体的運営など高度医療体制を強化

■ �振り込め詐欺被害等防止機器、迷惑防止機能付電話機を無償貸与

まちづくり
みんなが暮らしやすく便利な

■ �おおさか東線が全線開通し、新大阪・大阪駅までの�  
アクセスがより便利に

■ �近鉄奈良線連続立体交差事業の高架化工事が完成し、運行開始
■ �大阪モノレールの南伸事業（門真市～瓜生堂）に着手
■ �大阪瓢箪山線と大阪中央環状線の交差点が完成し、東西の移動が便利に
■ �文化創造館の建設

魅力づくり
地域全体が元気に賑わう

■ �HANAZONO EXPOの開催
■ �花園近鉄ライナーズのディビジョン１昇格支援
■ �FC大阪のJリーグ昇格支援
■ �NHK連続テレビ小説「舞いあがれ！」の撮影協力
■ �マスターズ花園の開催
■ �ドリーム21に世界最高水準のプラネタリウムを整備

生活保護行政の適正化を推進し
削減目標300億円以下を達成

2022年　
296億円生活保護費

の推移

生活保護費68億円 18.7%削減!18.7%削減!

2012年　
364億円

POINT

東大阪市民１人当たり
約102,000円の減少

市 債
の推移

2007年　
1,333億円

2022年　
769億円

市の借金564億円 42.3%削減!42.3%削減!
POINT

※普通会計（臨時財政対策債を除く）

東大阪市民１人当たり
約56,000円の増加

2022年　
324億円主要基金

の推移

市の貯金267億円 5.7倍増加!5.7倍増加!

2007年　
57億円

POINT

※財政調整基金、減債基金、公共施設整備基金

職員数の抑制や給与の見直しにより
人件費を大幅に削減

2022年　
269億円人 件 費

の推移

人件費94億円 25.9%削減!25.9%削減!

2007年　
363億円

POINT

※普通会計


